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  美ヶ原高原の東の入り口に位置する巣栗渓谷。上田市武石の景勝地です。
　標高1,000ｍに位置し、真夏でも涼やかな風を感じることができる渓谷で、春から夏にか
けては鮮やかな緑、秋には見事な紅葉の中を川のせせらぎの音を聞きながら歩くことができ
ます。これからの暑さが増す季節、涼をもとめて訪れてみてはいかがでしょうか？　　　　
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　この４月より土尻川砂防事務所長としてまいり
ました玉川博之と申します。砂防事務所は２回目
ですが、土尻川砂防事務所は初めての勤務で、か
つ長野地域の現地機関への勤務も初めてとなりま
すので、どうぞよろしくお願いいたします。
　長野県建設業協会長野支部並びに長野市建設業
協会の皆様には、日頃より県の建設行政の推進、
並びに当事務所の事業推進にご支援ご協力をいた
だいておりますことに、厚く御礼申し上げます。
　昨年は、本県においては災害が少ない１年とな
りましたが、能登半島では１月の地震に続いて、
９月には集中豪雨が発生し、地震と豪雨という二
重の災害に見舞われ甚大な被害となりました。当
管内においては今年４月に小川村で震度５弱の地
震が発生しており、施設点検を行うなど地震や降
雨への警戒を強めたところです。
　フォッサマグナ上にあって、地質がぜい弱で地
形が急峻な当管内は、古くから土砂災害に苦しめ
られてきた地域であり、住民や地域の建設業の
方々が大変なご苦労をされて生活を守ってきた歴
史があります。近年は地球温暖化と言われ気候変
動が顕著となっており、地域の安全・安心をいか
に守るかが当事務所の大きな課題となっています。
　これを踏まえ、当事務所ではハード対策、ソフ
ト対策、地域との協働の３つにより、地域防災力
の向上を目指して、事業を実施してまいります。
　ハード対策では、国土強靭化５か年加速化対策
の予算を活用し着実な推進を図ってまいります。
管内は地すべり防止区域が多く古くから対策工事
が実施されており、これらのメンテナンスが重要
となっていることを踏まえ、適切な対策による機
能確保を図ってまいります。
　ソフト対策では、土砂災害防止法に基づく基礎
調査と区域指定、地区防災マップの作成と防災訓
練などにより、地域の警戒避難体制構築を支援し

てまいります。また講師（赤牛先生）による防災
学習により、災害の歴史や砂防施設の機能などを
ＰＲする取り組みを進めます。
　地域との協働では、薬師沢での砂防惣代を中心
とした施設の維持管理が、建設から約140年たっ
た現在も継続されており、年３回の草刈りが犀協
会の皆様の多大なご協力をいただき実施されてい
ます。この他にも多くの地域の皆様とボランティ
ア協定を結び、草刈り等の維持管理を実施してい
ただいております。地域の課題に対しては、防災
関係者と実施する危険個所パトロールや現地調査
において、情報共有と適切な対応によって解決を
図ってまいります。
　当事務所管内は豊かな自然と素晴らしい景観や
歴史を有しており、地域に密着した砂防事務所と
して、この美しい里山と住民の生活を守る砂防事
業を着実に推進してまいりたいと考えております。
結びに今後も変わらぬご支援ご協力をお願いいた
しますとともに、建設業協会の皆様のご発展とご
活躍を祈念いたしまして就任のあいさつとさせて
いただきます。

会社周辺に花の苗植栽
　県建設業協会長野支部は６月10日、植栽用のマ
リーゴールドとサルビアのポット苗の配布を長水
建設会館で行った。同支部では、建設業美化事業
ボランティア「クリーン・グリーン＆サポート作
戦」を展開しており、今回が19回目。美化事業に
加え、障害者支援活動の一環として、長野市若穂
保科の障害福祉サービス事業所「廣望会」の入所
者が育てたポット苗約850株を同支部が一括購入、
植栽を希望する会員43社がそれぞれ20ポット程
度を会社周辺の道路沿いに植栽した。

長野県土尻川砂防事務所長
玉川　博之

「地域の安全安心のために」　



　長野市建設業協会（川浦俊樹会長）の正副会長
は15日に長野市役所を訪れ「公共事業予算の確
保」「建設業担い手不足の改善に向けた『長野市
モデル』の構築」「最低制限価格の見直し」「建
設DXの推進」について荻原健司市長に要望した
＝写真。川浦会長は「建設業は、深刻な人手不足
や高齢化、資材の高騰に加え、新たに始まった盛
土規制法や熱中症対策義務化の対応など、多くの
課題を抱えている。この状況を理解いただき、要
望の実現について特段の配慮をお願いしたい」と
求めた。荻原市長は「受けた要望や、それ以外の
課題についても皆さんと連携して対応し、より良
いまちづくりに努めていく」と理解を示した。
　要望では、災害から市民の生命・財産を守り、
国土強靭化を推進するための公共事業予算の持続
的・安定的な確保、最低制限価格算定計算式の見
直しによる業界全体の支援を要請。国が今年度創
設した「公立高校における地域の担い手の確保・
育成の推進」特別交付税措置を活用し、人材確保
に向けた市独自の施策「長野市モデル」を構築し
て市立長野高校で取り組むことを求め、小中学校
で行われるキャリア教育にも積極的に参画する意
志を伝えた。建設DXの推進については、工事等
の電子契約化や電子保証導入までのスケジュール
を明確にし、DX化の導入に差がある企業への救

済、県との施工書類の管理等の統一化などを求め
た。
　荻原市長は、小中学校や高校へのキャリア教育
について「市立長野だけでなく、市の教育機関も
含めて建設業に触れる機会をつくり、興味・関心
を引き出す広い視点が必要」との考えを示した。
　市平均の工事落札率が、県内19市と比較する
と２～４％低いとの協会の指摘に、市財政部の原
敏博部長は「市の平均工事落札率は16番目と低
いが、最低落札価格の設定率は３番目と比較的高
い水準。入札参加業者の平均が県内で２番目に多
く、競争が激しいことが落札率が低い要因」と分
析。電子契約の導入については「一度に行うと事
業者に混乱を招くこともある。いつ頃とはまだ言
えない状況だが、早急に進めていきたい」とした。

　長野市の2025～27年度建設工事等競争入札参
加者の有資格者数で、建設工事の市内業者は前回

（23～24年度）に比べて57社減の591社だった。
市外業者は20社増の621社。土木は274社で18社、
建築が127社で22社、電気が104社で9社、管が
142社で12社、舗装が205社で18社、造園が55社
で13社それぞれ減った。
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市内業者 土木18社、建築22社減
長野市25～27年度入札参加資格者

担い手確保へキャリア教育推進
長野市建協 荻原市長に要望

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 業者数計

業者数 42 53 67 67 45 274
（2023・24） 43 60 66 58 65 292
業者数 31 27 23 12 34 127

（2023・24） 35 32 21 12 49 149
業者数 36 33 35 － － 104

（2023・24） 39 27 47 － － 113
業者数 45 44 53 － － 142

（2023・24） 54 30 70 － － 154
業者数 50 65 90 － － 205

（2023・24） 58 65 100 － － 223
業者数 27 21 7 － － 55

（2023・24） 31 22 15 － － 68

2025・26・27年度　業種別格付表（市内業者）

土木一式工事

建築一式工事

電気工事

管工事

舗装工事

造園工事

格付
業種

格付
業種

格付
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　長野市建設業協会は５月22日、市の要請を受
け、犀川右岸長野大橋上流河川敷で土のう５千袋
の作成を行った。同協会の緊急出動班９班から
140人（61業者）が参加。土のう作成機８台を
使って、手際よく一つ20kgの土のうを作成。50
袋ずつまとめてトンパックに詰め、川合新田防災
倉庫や松代支所など計20カ所に搬送した。
　市は、豪雨などによる川の氾濫等に備え４万袋
を目標に土のうを備蓄しており、同協会と2012
年に締結した災害協定に基づき、毎年作成を依頼

している。今回は新入社員や女性社員の参加も目
立ち、協力してトンパックに袋を詰め、違う会社
の社員と袋の結び方を教え合い、交流を深める姿
もあった＝写真。

災害に備え土のう5000袋
長野市建協 140人が参加し作成

　長野工業高校は６月９日、県建設業協会長野支
部の協力で「丁張り」の実習研修会を開催した＝
写真。土木構造物を施工する際の目標物として地

表に設置する丁張りについて学び、地元建設業界
の技術者との交流を通して、より建設業への見識
を広めることを目的とし、土木工学科３年生38人
が参加した。
　研修では、小山田雄治土木担当副支部長、同支
部土木委員会の原山大輔委員長ら土木委員15人、
女性部会から２人が講師を務めた。冒頭、小山田
副支部長は「実習を通して、丁張のかけ方だけで
なく、社会人としての心構えや建設現場で起きて
いることなどを忌憚なく聞いてもらい、今後の進
路に役立ててほしい」とあいさつした。
　午前は丁張りの設置方法と設置に必要な数値の
計算を学び、フリートーキングを実施。午後は６
グループに分かれ、講師から技術指導を受けなが
ら計算した値を使って実際に丁張りを設置した。

長野支部会員が指導
長工高生に丁張技術伝授

　県建設業協会長野支部は５月20日、県長野建
設事務所と「第１回緊急輸送路道路パトロール訓
練」を長水建設会館で開催し、同支部土木委員と
支部内の各地域で構成する９ＪＶから80人が参
加した＝写真。県の緊急輸送道路ネットワーク計
画と県道路啓開計画の見直しに伴い、大規模地震
発生時における緊急輸送道路の早期確保に向け、
災害情報共有システムを活用した事前の備えと、
県と連携した訓練を年度内に３回実施する。
　参加者はスマートフォンにアプリをインストー

ルし、現地状況を報告するための写真、コメント
の投稿方法を学び、ＪＶごとに担当地域に移動し
て実際の道路状況について写真や必要な情報を入
力、送信。その過程をアンケートで回答した。ア
ンケート結果は今後に反映され、次回第２回は９
月に予め想定した災害事象を元に訓練を行う。

緊急時の輸送路開放
専用アプリの使い方学ぶ



　県土木施工管理技士会長野支
部は６月４日、第41回通常総会
（代議員総会）を長野市内で開
き、24年度事業と収支決算報告、
25年度事業計画案と予算案など
を承認した。
　和田幸文支部長は「技術と密接に隣り合うのは
安全。県内ではこの２カ月で重機転落災害が２件
発生している。改めて安全第一を肝に銘じ作業に
取り組んでほしい」と呼び掛け、「間もなく始ま
る管理技士受験準備講習会では、会員企業から多
くの講師を派遣してもらっている。一人でも多く
の技術者を排出できるよう、力添えをお願いした
い」と協力を要請した＝写真。
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県土木施工技士会長野支部総会

　犀協会は５月29日に2025年
度通常総会を開催、25年度事業
計画・収支予算などを承認した。
　池田正彦会長は「災害時にお
ける官民連携や防災力の一層の
強化が、国土強靭化施策の一部
となっている。安心安全な砂防事業推進のため、
地域に根差した当会が砂防事務所と連携し、全会
員で一致団結し防災インフラ整備管理を強化して
いこう」と呼び掛けた＝写真。

犀協会総会

　長野火薬類保安協会は６月23
日に第67回通常総会を開き、火
薬類取締法の周知徹底などの本
年度事業計画を承認した｡
　小山田雄治会長は「県におけ
る火薬類自主保安の中核機関と
して、より一層の法令順守とともに、事故の未然
防止に努めていかなければならない。その役割を
果たすため、皆さんと努力していく」とあいさつ
した＝写真。

長野火薬類保安協会総会

　長水建設会館は５月26日に第
61期株主総会を開き、第61期
営業報告、第62期営業計画など
について承認した。
　湯本宜成社長は「施設の老朽
化が一番の課題。今後について
は、副社長や専務、常務、会計事務所も交えて６
月から検討をしていく。方向性についてはその会
に預けてもらい、検討内容は会員に書面か招集に
より報告するので、その際はお時間をいただきた
い」とあいさつした＝写真。

長水建設会館株主総会

　北信建設事業協同組合は５月
28日、第63期通常総会を長野
市内で開き、25年度事業計画と
収支予算などを承認した。
　鹿熊聡理事長は「この１年は
さまざまな要因が重なり、組合
にとって厳しくなると予想したが、皆さんのおか
げでなんとか目標をクリアすることができた。抱
える課題の改善を進め、今後もそれぞれの会社が
発展できるよう、組合を利用してほしい」と協力
を求めた＝写真。

北信建設事業組合総会

　県優良住宅協会６月19日、長
野市内で第18回通常総会を開き、
2025年度事業計画などを原案
通り承認した。
　野本大介会長は「住宅産業を
取り巻く環境は厳しく、この先
の住宅についてはかなりの知恵と工夫が必要にな
る。ＪＢＮ・全国工務店協会から、12年ぶりに会
費値上げの要請があるなど、頭の痛い問題もある
が、先を見越した有益な情報を提供するとともに、
積極的な活動運営を行っていくので、引き続き協
力をお願いしたい」とあいさつした＝写真。

県優良住宅協会総会



　「家紋」と聞くと、皆さんはどんなことを思い
浮かべますか？現代では、冠婚葬祭の際に着用す
る紋付や、お盆の提灯などで見かけることも多い
と思います。
　では、歴史上で知っている「家紋」にはどんな
ものがありますか？徳川将軍家の葵の御紋はよく
知られているでしょう。長野県の方なら、武田菱
と呼ばれる武田信玄の菱形の家紋を知っている方
が多いのではないでしょうか。では、戦国時代の
武将で最もよく知られている織田信長や豊臣秀吉、
上杉謙信、伊達政宗などの家紋はどうでしょう。
名前だけならほとんどの方が知っているこうした
戦国武将のスーパースターでも、家紋というとす
ぐに思い浮かばないのではないでしょうか。一方、
真田家の家紋はご存じですか？おそらく、あまり
歴史に詳しくない方でも「六文銭」であることを
知っているのではないでしょうか。
　私は、以前から、並み居る戦国武将の中でも弱
小といってよい真田家の家紋が大変よく知られて
いることが、とてもおもしろいと感じていました。
そこで、真田宝物館では９月15日まで、真田家
の家紋について取り上げた展示を開催しています。
今回はこの展示のご紹介もかねて、真田家の家紋
について述べてみたいと思います。
　そもそも武家の家紋は、鎌倉時代初期の旗指物
に描かれた「しるし」です。一族が団結して戦う
時、その家の主（あるじ）の所在を示し、一族の
象徴として、また敵・味方を見分けるために用い
られました。戦国時代には、集団が密集しての大
がかりな戦闘が増え、武功の確認が必要となりま
した。そのため、各自が旗指物を背負い、それぞ
れが遠目にも目立つように、多種多様な家紋がシ
ンボルとして使われるようになったと考えられま
す。江戸時代になると、大名行列の識別のために、
旗指物のほか行列が携える馬印や長持、挟箱など
の道具に家紋が入れられ、目印となりました。
　真田家の家紋は、先に述べた「六文銭（六連銭

とも）」のほか、結雁
金、洲浜、割洲浜の、
合わせて４つがありま
す。それぞれ様々ない
われが伝わっています
が、いつから使われて
いるのかも含め、どれ
もはっきりとしたことはわかりません。しかし、
六文銭はお金、結雁金は戦勝の象徴、洲浜・割洲
浜もおめでたい文様であり、すべて吉祥の意味が
あります。
　六文銭のデザインは、仏教の六道銭からきてい
るといいます。六道とは、生き物が生前の行いに
よって生死を繰りかえすという地獄・餓鬼・畜
生・修羅・人間・天上の六つの世界をいいます。
そして六道銭は、死者があの世に旅立つ時、三途
の川の渡し賃として棺の中に入れ、地蔵尊に供え
るお金です。真田家では一文銭を横に３枚並べた
ものを２段に配置したデザインを使用しています。
これが、戦に臨む武士の覚悟を表したもの、とい
われますが、実はこの説は大正から昭和にかけて
活動した郷土史家が唱えた説とみられ、古文書に
は出てきません。また、結雁金や洲浜、割洲浜は
替紋と呼ばれ、女紋とも言われます。しかし、こ
れらは女性だけが使った家紋ではなく、藩主の衣
服にも使用されていますし、六文銭とともにあし
らわれることもあるのです。
　六文銭は、真田家だけが使っていたのではなく、
真田家の出自である滋野一族が広く使用している
家紋でもあります。ただ、これだけ六文銭が広く
知られているのは、丸と四角から構成されたシン
プルかつ覚えやすい図案であること、そして、真
田家の歴史やその存在が魅力的だからなのだと感
じています。そんなことを思いながら、真田家の
家紋をご覧いただけると嬉しいです。

松代文化施設等管理事務所
研究員　山中　さゆり
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真田家の家紋

六文銭と割洲浜があ
しらわれた鼻紙台
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　皆様、ご機嫌いかがでしょうか。
　建設業で過ごしてきた年月も、気がつけばアラ
フィフ。現場で汗を流す職人さんたちとはまた
違った立場とはいえ、日々の打ち合わせや工程調
整、クライアント対応など、体力と気力が問われ
る日々に変わりありません。最近は「疲れが抜け
にくくなったなぁ」なんて感じつつも、まだまだ
フットワーク軽くあちこち飛び回っています。
　そんな中、東京出張の時、びっくりする事があ
りました。なんとなく入った次郎系ラーメン屋。
「背脂マシ、ニンニクガツン」に惹かれて入った
その店で、厨房から聞こえる「いらっしゃいま
せ?」の声に、どこか懐かしさを感じて顔を上げ
ると…なんと高校の同級生じゃありませんか。お
互い歳を重ねたとはいえ、ひと目でわかる不思議
さ。背脂よりも濃い再会。聞けば、東京で店長と
して頑張っているとのこと。濃厚ラーメンに負け
ないくらい気持ちが熱くなり、高校時代に戻った
ようなそんな時間でした。自分も負けてられない
なと背筋を正した帰り道。満腹のお腹をさすりな
がらの帰路もまた、忘れられない思い出です。
　こうした"おいしい記憶"は出張先に限らず、
日々の社内でも同様。社内の同じ部署の仲間と
「今日は何を食べたい？」なんて話す瞬間は、仕
事とは関係なく、人としてのつながりを感じられ
る大切な時間です。スマホには長年積み重ねた
日々の外食の記録がびっしりです。ラーメン、焼
肉、ステーキ、お寿司、パスタにピザ…選ぶだけ
でも会話が弾みます。現場立会後に食べた定食屋
さんに感動し、またある日は、女性社員たちの影
に隠れてイタリアンに潜入したり。「男一人では
入れないね」なんて笑いながら、パスタやピザを
食べたのもいい思い出です。
　先日も冬期の除融雪作業で毎日天気を気にし晩
酌を我慢し、深夜未明から一緒に頑張ってくれた
会社の仲間達とお疲れ様会をしようという話にな

り、高級焼肉に行きました。一つ一つのお肉を焼
いて味わいながら、たわいもない雑談をし楽しい
時間を過ごしました。大雪の中　若穂保科の車両
基地まで行き、雪かきをしながら融雪剤の積込を
した苦労も、この食事一つで報われます。
　営業という仕事は、数字やスケジュールに追わ
れがちです。でも、誰かと一緒に食事をしながら
交わす何気ない会話こそが、信頼関係の土台に
なっていると実感しています。
　ちなみに食べる前に写真を撮る。それが私の"
食のマイルール"です。もはやお箸よりスマホを
先に握る癖がついてしまい、気づけば周囲の社員
に「駒津常務、また撮ってる！」と笑われる始末
です。けれども、やめられません。なぜなら、私
のスマホのアルバムは、私の人生のおいしいアー
カイブだからです。でも画面越しじゃ香りも湯気
も伝わらないのが残念ですね。画面から香りが伝
わる時代がいつかくるといいなあと思います。こ
れらのアルバムに部下から「インスタ映えます
よ！」と勧められますが、アラフィフには投稿の
ハードルが高くて…見る専門で勘弁してください
（笑）
　私のおすすめランチスポット、気になった方は
遠慮なく声をかけてくださいね。気軽に聞いても
らえると嬉しいです。今日も美味しいご縁があり
ますように。

仕事も味も、一期一会
食でつなぐコミュニケーション

次郎系 とんかつ

㈱川瀬工務店常務取締役
駒津　信太郎

火薬類 使うあなたが責任者

正しい知識で良い管理
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2025年５～６月

暑い夏の建設作業
　熱中症の重篤化を防止するため、今年の６月から労
働安全衛生規則が改正されました。事業者は熱中症を
生ずる恐れのある作業を行う際には、報告するための
連絡先や担当者を事業場ごとにあらかじめ定め、熱中
症の症状の悪化を防止するために必要な措置に関する
内容や実施手順書を作成し、関係作業者に対して周知
することが義務化されました。我々建設業では恐れの
ある作業とはすべての作業だと思います。今この原稿
を書いている現在、梅雨入りしたばかりではあります
が、すでに真夏のような暑さが続いています。長い期
間の対策になりそうですが、作業員の健康を維持でき
るよう対策をしっかりやっていきましょう。自分は大
丈夫だと思っている人も多いと思われますので、毎日
の朝礼時などで繰り返し注意喚起することが大事だと
思います。今年の夏も熱中症対策をしっかりと行い、
重症者を出さないよう乗りきりましょう。

（丸田 泰）

５月　12日
　　　　　
５月　13日
５月　14日
５月　16日
　　　　　

５月　26日
５月　30日

６月　２日
６月　５日
６月　６日
　　　　　

６月　９日
６月　26日

５月　14日
５月　22日
６月　５日

　　　　　
　　　　　

６月　16日

５月　１日
５月　13日
　　　　　
５月　19日
５月　20日
５月　22日
５月　26日
５月　29日
５月　30日
６月　２日

６月　４日
６月　７日

６月　10日
６月　11日

６月　12日

６月　14日

６月　17日
６月　19日

△女性部会
△北信ブロック会議
△県建築士事務所協会長野支部通常総会
△定時総会
△土木正副委員長会議
△長野地域職業訓練協会理事会兼通常

総会
△県建設業協会通常総会
△長野地区特定家畜伝染病防疫対策担

当者会議
△建設技術実践プロジェクト打合せ会
△けんざか茂範氏、藤田ひかる氏講演会
△監理技術者講習会
△長野工業高校授業支援「丁張実習」

事前準備
△長野工業高校授業支援「丁張実習」
△総務委員会

△通常総会
△土のう作成
△ながの地域まるごとキャンパス
　篠ノ井高校説明会参加
△市長訪問（会長・支部長・けんざか

茂範氏）
△広報委員会
△建築委員会
　
会　館：△取締役会・監査会
技士会：△役員会△監査会
犀協会：△事前監査会△役員会
建災防：△労働災害防止連絡会議
火　薬：△正副会長会議
長住協：△役員会△監査会
会　館：△株主総会
犀協会：△定時総会
建災防：△建災防県支部代議員総会
長住協：△信州健康ゼロエネ住宅普及

促進協議会
技士会：△通常総会
技士会：△１級・２級土木施工管理技

士受験準備講習会
火　薬：△役員会△監査会
建災防：△建設業等における作業者の

ための熱中症予防教育
　　　　△丸のこ等取扱作業従事者教育
建災防：△分会（建設部会）定時総会
　　　　△安全大会
技士会：△１級・２級土木施工管理技

士受験準備講習会
火　薬：△保安教育講習会
長住協：△通常総会

６月　20日
６月　21日

６月　23日
６月　25日

６月　28日

技士会：△県技士会代議員総会△役員会
技士会：△１級・２級土木施工管理技

士受験準備講習会
火　薬：△通常総会
建災防：△自由研削用といしの取替え

等業務に係る特別教育
技士会：△１級・２級土木施工管理技士

受験準備講習会
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 お知らせ
　長野市建設業協会のホームページＵＲＬが変わり
ました。https://sikenkyo.sakura.ne.jp/


